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１．はじめに  

高潮は，低気圧や台風による強風によって海水面

が異常に上昇する現象である．IPCC 第 5 次報告書 1)

より，今後さらに海面上昇することは明らかであり，

将来の海面上昇や，海水温度上昇により，台風の大型

化が懸念されている．  

そこで本研究では，MEC モデルを利用した高潮数

値シミュレーションを用いて，地球温暖化を考慮し

た東京湾における高潮発生時の潮位について検討す

ることを目的とした． 

 

２．海面水位上昇と気温上昇予測 

IPCC 第 5 次報告書における，放射強制力の上昇

を示した RCP シナリオでは，平均地上気温の上昇お

よび，放射強制力の増加から，将来の海面水位変化を

予測(図-1)している．また，地上気温は，評価された

すべての排出シナリオにおいて 21 世紀にわたって

上昇すると予測されており，RCP8.5 では 2.6~4.8℃

の上昇となる可能性が高いとされている．本研究で

はシナリオごとの海面水位上昇量の予測(表-1)から，

水位上昇が最大であるRCP8.5を用いることとした．  

 

３．高潮数値シミュレーションモデル 

本研究では MEC モデル 2)を用いた．運動方程式は

Navier-Stokes 式を基本とし，静水圧近似を適用し潮

位を検討する．高潮計算では，高潮発生要因のうち，

気圧の低下による海面上昇と，風の吹き寄せによる

海面上昇，打ち上げによる海面上昇を考慮して計算

を行う．気圧低下による吸い上げ効果 3)は，式(3.1)で

表される． 

𝜂𝑝𝑠 = 0.991Δ𝑃         (3.1) 

ここに，𝜂𝑝𝑠:吸い上げ効果による静的水位上昇(cm)，

𝛥𝑃:気圧差である．強風による吹き寄せ効果は，式

(3.2)で表される． 

τs
2 = 𝛾𝑠

2𝜌𝑎𝑈
2         (3.2) 

 

 

図-1 世界平均海面上昇量 

表-1 海面水位上昇量の予測 

 

表-2 計算条件 

計算格子数 89×108×20 

時間刻み(sec) 1.0 

計算時間(日) 25 

渦動粘性係数(㎡/s) 
水平 50(∆x=103 の時) 

鉛直 1×10-3 

気圧（hPa） 観測時系列 

風速(m/s) 地上気象観測原簿(名古屋) 

 

 

図-2 計算領域 

 

 

 

 

 

RCP 放射強制力

シナリオ (W/m
2
) 2046~2065年 2081~2100年

RCP2.6 2.6 0.24(0.17~0.32) 0.40(0.26~0.55)

RCP4.5 4.5 0.26(0.19~0.33) 0.47(0.32~0.63)

RCP6.0 6.0 0.25(0.18~0.32) 0.48(0.33~0.63)

RCP8.5 8.5 0.30(0.22~0.35) 0.63(0.45~0.82)

海面水位上昇量(m)
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ここに，𝜏𝑠:海面せん断応力，𝛾𝑠:海面の摩擦係数，𝜌𝑆:

空気の密度，𝑈:風速である．砕波による打ち上げ効果

は，式(3.3)で表される． 

𝜂𝐵 = 𝑐𝐻1/3          (3.3) 

ここで，𝜂𝐵:打ち上げ効果による水位上昇量，𝑐:0.1 程

度の係数，𝐻1/3:有義波高である．検証台風は伊勢湾

台風 4)とし，計算領域は東京湾を中心とした 44.5km

×54.0km である．計算領域を図-2 に示す．比較対

象地点は図-3の 9 地点である． 

 

4，各地点の潮位の特徴 

湾口部の第二海堡の結果を図-4 に示す．潮位は，

約 115cm の上昇となった．また，温暖化最大シナリ

オを導入した結果では，約 180cm 潮位が上昇すると

予測される．湾奥部の図-5の葛南港区では，約140cm

の上昇となった． RCP8.5 シナリオを導入した結果

では，約 205cm 潮位が上昇すると予測される．した

がって，東京湾奥部においては高潮により潮位偏差

が高くなり，地球温暖化により台風が大型化した場

合，東京湾奥部では被害が大きくなると予測される． 

 

５，まとめ 

本研究では，伊勢湾台風が東京湾に襲来した想定

で，高潮の要因として，吸い上げ効果・吹き寄せ効果

のほかに打ち上げ効果を含めた潮位上昇の検討を行

った．その結果，湾口部付近では約 115cm の水位上

昇となり，湾奥部の葛南港区では湾中央部付近より

高い約 140cm の潮位上昇となった．IPCC 第 5 次評

価報告書の海面水位上昇予測が最大となる RCP8.5

シナリオを導入した結果，湾口部付近の第二海堡で

は約 180cm の水位上昇，湾奥部の葛南港区では約

205cm の水位上昇が予測される． 
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図-3 計算対象地点 

 

図-4 第二海堡の潮位 

 

 

図-5 葛南港区の潮位 
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